「枯れ木に花を　君には夢を」
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「枯れ木に花を　君には夢を」
幕が開く。照明はまだつかない。
音声（リトル）
「ねえ、眠ってるの？」
ユーリ：んー…
「起きて、ねえ起きてよ」
ユーリ：うるさい…
「…僕は、君に会いに行く」
ユーリ：やめてくれよ…もう俺は
母　　：ユーリ！
ユーリ：うわぁあああああ！？
　明転
一、ユーリの家
　布団を引っ剥がされて転がって呆然としているユーリ。母、ぷんぷんしながら布団をたたむ
母　　：いっつまで寝てる気だい！？もうすぐ八時になるよ！
ユーリ：まだ八時じゃん…
母　　：最近寝坊しすぎだよ。いつまでも起きてこない！
ユーリ：ここんとこヘンな夢見るんだよ。誰かにずっと呼ばれてるような…
母　　：また変な言い訳して何も手伝わないんだから。あんたはこの家で何も生み出さず消費す
　　　　るだけ。まさにごくつぶし！
ユーリ：酸素を一部削減し二酸化炭素を生み出してます
母　　：それ、呼吸って言うんだよ
ユーリ：じゃー定期的に便所にて
母　　：（胸倉をつかんで）それ以上言うんじゃないよ、あんたも便所で流してやろうか。
ユーリ：さーせん
母　　：全く役に立たない子だね。早く着替えなさい、村長さんがすぐに広場に集まるようにって。
ユーリ：広場に？なんで？
母　　：大事な話があるんだってよ。村人全員集まれって。
ユーリ：こんな朝早くから？
母　　：集まるなら、時間は今しかないじゃない。
ユーリ：は？
母　　：（笑顔で）８時だョ！
ユーリ：…（なにこいつ）
母　　：８時だョ！！
ユーリ：…（…なにこいつ）
母　　：全員集合だろうがああーーー！（投げ飛ばす）
ユーリ：あべしっ！（吹っ飛ぶ）
母　　：かつて日本のお茶の間をひとつにしたこの掛け声がわからないなんて日本人失格！あんたをそんな子に育てた覚えはない！
ユーリ：いやこのネタに反応してんのおっさんおばさんだけだからね！？ほら客席よく見て！？おっさんとおば
　　　　さんしか
母　　：マダムパンチ！（右ストレート）
ユーリ：ひでぶっ（吹っ飛ぶ）
母　　：おっさんおばさんとかいってんじゃないよ、お客様だろ！
ユーリ：（痛がりながら）ママ…８時になるよ…
母　　：はっ！こうしちゃおれない！ユーリ！さっさと着替えて広場に来なさい！ママ先に行ってるからね！
　　　　（ドリフのメロディを口ずさみながらはける）
ユーリ：（ため息）ったく、めんどくせえなあ…
　ユーリ、服を持ってはけるようとする。
　ずきっ、と頭痛。
ユーリ：まただ…なんでこんなに頭いてえんだろ…
　一瞬顔をゆがませるが、時間がないことに気づく。
ユーリ：やっべ、時間ない！
　ユーリ、走ってはける
　中幕が開く。同時に音楽。
二、広場
　　奥に、村長の立つ小高い台がある。村長、シュピールとともに立っている。ルンルンで。
　
村長　：８時だョ！
　村人全員、袖から走って集合。

村人全：全員集合！
村長　：声が小さい！お前ら！８時に集まりたいか！
村人全：おおーーっっ！
村長　：ほんっとうに集まりたいか！
村人全：おおおおっ！
村長　：この夢を失い汚れきった現実世界に闇夜を切り裂いて訪れる一筋のひかりとともやってきた希望とい
う名の朝を迎えてぬすんだバイクで行先もわからぬまま２分後に来た君と望遠鏡を担いで走り出した
いかああああああああああ（倒れる）
村人　：村長！（口々に）
シュピ：村長いけませんわ、血圧が上がります
村長　：ぜぇ、ぜぇ…ちょっとハッスルしすぎたわい…
　ユーリ、上手から入ってくる。リトル、気が付いて駆け寄る。
リトル：ユーリ！
サリー：おはようユーリ。遅いわよ。
ユーリ：おはようサリー。急になんだろうな、村長。
リトル：大事な話だって。
ユーリ：どーせくだらないことだろ。
村長　：諸君！
　全員、村長に注目。村長、神妙な顔。
村長　：わしは…実は……村長じゃ！
ユーリ：知ってる。
村長　：わしはこの村を収めるにあたり、ポリシーがある！なんだか知っているか！？
村人全：…
村長　：ハイ、じゃあそこの…うん、君。そう、緑色の君。
村人１：健康第一！
村長　：あーそこね、うん、そこ行っちゃう、なるほどね、まあ、当たってるっちゃ当たってるんだけどー、
ちょーーーと違うかなあーーー
リトル：はい！（手を挙げる）
村長　：おお、リトル！
リトル：夢をもつこと！
村長　：大正解！
　村人、拍手。リトル喜ぶ。
村長　：すべての人間には、夢が必要じゃ…どんなに小さなことでもいい、逆に大きなことだっていい。
　　　　人の夢を笑うやつは、自分の夢をバカにしているのと同じじゃ…叶わない夢などない。
　　　　ちなみにわしはアイドルになりたい。
ユーリ：叶わないな。
村長　：ということで諸君、勇者になりたくはないか！
　間
全　　：…は？
村長　：勇者じゃ！あの、世界を救う勇者じゃ！ファイナルクエストとか、ドラゴンファンタジーに必ず出てく
る、真の勇気を持ったもの、勇者じゃ！
　ざわつく村人たち
ユーリ：何言ってんのあいつ
村長　：この村の全員に、大変重要な知らせがある！実は、隣村が、ウィルス性の感染病におかされている！
　村人たち、青ざめて戸惑う。
村人２：感染病！？
村人３：それって、こっちにも来るってこと！？
村長　：すでに隣村では被害者が出ておる。この村に来るのも時間の問題であろう。
村人１：そんな…！こんな狭い村じゃ、ウイルスが入ってきたらおしまいじゃないか！
村長　：シュピール！
シュピ：はいっ
　シュピール、大きな文献を開く。
　
シュピ：この病を治す方法は、古い文献によるとたったひとつだけ。真の勇気を持つ勇者だけが見つけることができる、光の花を手に入れることです。
リトル：勇者だけが見つけられる…
サリー：光の花？
ユーリ：よくある設定―
リトル：それ、どこにあるの！？
シュピ：伝説上のものでしかありません。地図も残っていませんし、あるかないかも、ハッキリとしない。それが現状です。ただひとつ、わかっているのは…
村長　：光の花をもつことができるのは、「真の勇者」だけだということじゃ！
村人３：でも、勇者だって、どうやって調べるのよ？
村人１：そうだ！行ってみて違った、なんてバカみたいだろ。
母　　：この人が勇者だって、調べる方法はあるんでしょうね？
シュピ：あります。
村長　：それが、これじゃ！
　村長、自信満々に帽子をだす。魔法使いっぽい、とんがり帽子。
　村人たち、おおおーと歓声
村長　：この帽子が、勇者かどうかを判定してくれる、しゃべる魔法の帽子じゃ！本当の勇者がかぶったとき、
そのことを教えてくれる！
サリー：これって、あれだよね
ユーリ：見たことあるなあ。
村長　：画期的じゃろう！？
サリー：あれ絶対グリフィンドールとか言うよね
母　　：かぶるだけでいいの？
村長　：そうじゃ
母　　：じゃあ私から！
ユーリ：ええええええええっ
母　　：この村の平和が守れるなら…やります！
ユーリ：か、母さんやめろよっ！そんなオバサンが勇者なわけないだろ！？
母　　：でたー母さんとか言うやつー、家では「ママ」とか言ってるのに外だとかっこつけて母さんとか言っち
ゃうやつーー思春期―――
ユーリ：う、うるっせえええええええくそばばああああ！
母　　：マダム波動拳！（出す）
ユーリ：ぎゃあああああっ（吹っ飛ぶ）
母　　：くそばばあとか言ってんじゃないよ食べさせてもらってる分際で！
ユーリ：いってえな設定無視して技使ってくるんじゃねえよ！いつ覚えたんだよそんなもん！
リトル：どうしよ、サリー
サリー：ほっときなさい。いつものことだから。
シュピ：ではマダム、ここへ。（台へ案内する）
母　　：はい。（座る）
　村人が固唾をのんで見守る中、帽子を母にかぶせる。
　間
村長　：勇者ちゃう！（バツを出す）
ユーリ：お前が言うのかよ！
シュピ：勇者ではないようですね。
母　　：残念です。
村人２：これで違ったらもう、俺らはウィルスにやられるのか。
村人３：あんた、自分は何もしないくせにうるさいわよ。
村人２：お前だっておなじだろ？（ケンカを続けようとするが他の人が止めに入る）
シュピ：希望者はかぶってください。どうぞ。
　リトル、サリー進んでかぶる。違うとの判定。
シュピール、村人に目を向けるがみんな後ずさったり首を振ったりと拒否。

面倒ごとを誰かに押し付けたいかんじ。
リトル：ユーリ、かぶってみなよ！
ユーリ：めんどくせえなあ…（台に座る）
　ユーリの頭に帽子ををおかれる。みんな、注目。どうせちがうだろう、とあくびするユーリ。
　間
村長　：勇者発見！！（大きく○をつくる）
ユーリ：ええええええ！？（立ち上がる。村人歓声）
村人３：やった！これで村が助かる！（村人口々によろこぶ。自分以外の人間が当たったことに）
サリー：ユーリ、すごいじゃない！
ユーリ：ちょっと待てよ！これ絶対インチキだろ！
村長　：インチキなものかね。君の勇気が帽子を通じて、わしに伝わったんじゃ。
ユーリ：ふざけんな！俺は…おれは勇気なんか…
リトル：ある。
ユーリ：え？
リトル：ユーリは勇気がある。真の勇気を持っている！僕が保証する。
サリー：あんた、ユーリが好きね。
リトル：ユーリは僕のヒーローだからね！
シュピ：この村を救えるのは、あなたしかいません。そして、（リトルを見て）残された時間も少ない。
リトル：わかってる。いこうユーリ！
ユーリ：いや、でも、なんの手がかりもねえのにどうやって行けば…
村人１：（わざとらしく）そういえば、亡くなったばあちゃんが変なこと言ってたなあ。東にある森に、光の花に似た花があるって。
村人２：それって、本物なの？
村人１：さあ。たどり着くことができる者はなかなかいないらしいぜ。
村人３：でも、あの森、盗賊がでるって噂よ。危ないんじゃない？
　村人３人、ユーリ達を見る。じっと。
サリー：わあ、素敵な情報。
ユーリ：ＲＰＧなら今の会話、太字になってたな。
村人１：そういえばなくなったばあちゃんが
ユーリ：もういいよもういいよ、わかったよ、覚えたよ。
サリー：私も一緒に行くわ！これでも魔女のはしくれだからね。力になるわよ！
リトル：僕も行く！
ユーリ：リトル、お前は…
リトル：僕、ユーリの力になりたいんだ！足手まといにならないから！
サリー：…どうする？
ユーリ：（ため息）自分の身は、自分で守れよ。
リトル：うん！
母　　：まあまあこんな役立たずの息子でよかったらぜひ使ってやってください！
村長　：皆の者！真の勇者の誕生じゃ！
　音楽ＣＩ
　村人たち、ユーリを持ち上げ、たたえる様子。戸惑い、困るユーリ。喜ぶリトルたち。
　母、デッカイお弁当を作ってきて渡す。ユーリめんどくさそう。
三人：行ってきます！
それ以外：いってらっしゃい！
リトル：おばさん、お弁当ありがとう！早くいこう、ユーリ！（サリーと走ってはける）
ユーリ：待てよ、お前なんでそんなに急いでるんだよ！
　ユーリ達一行、出発。はける
　見送る村人たち、やれやれとはけていく。
村人３：あーよかったわね、何とかしてくれる人がいて、
村人２：本当だよ。俺じゃなくてよかったー
村人１：めんどくさいことに巻き込まれたくないし。
　村人、談笑しながらはける。
サス。村長のみ。咳ばらいをし、身なりを整えているところへ、母。
母　　：こうして、勇者たちは光の花を探す旅へと出かけたのでした…
村長　：それわしのセリフ！
転換
三、森
　
マリン、アズマ、風呂敷に包んだ宝をもってく駆け込んでくる。シンはゆっくり。
アズマ：あいつらバッカだなー！こんなにたくさんアイテム渡しちゃってよ！
マリン：「私たちは勇者です」って言えば簡単に騙されちゃうのね！
アズマ：シンが勇者ぽいからな！なあシン！
シン　：ああ…
アズマ：うわ！これあれじゃん！全員が全回復する奴！結局最後まで使えないやつ！
マリン：ねえなにこれ？お面とかあるんだけど。

アズマ：スライモじゃん。ザコキャラだよ。最初の森にいる量産型のザコ。イモの妖精。
マリン：あー！アイテム探してんのに数歩歩いたら出てくるすっごい邪魔なタイプ！
アズマ：（またハリボテ）まだこんなん出てきた･･･なんなんだよあの村、おもちゃ屋かよ。
マリン：シン！ねえ見てよこれ！これなに？
シン　：あんまり騒ぐな。うっとうしい。
アズマ：シン、どうかしたの？
シン　：足がいてえんだよ…
マリン：ほら、これなに？（アズマに）
アズマ：それあれだよ。ハンドスピナー！
マリン：何に使うの？
アズマ：くるくる回すの。
マリン：え？
アズマ：だから、ホレ。（くるくる回して見せる）
マリン：…（ハンドスピナーを見ている）ふざけんなあああああああ！
アズマ：ええええええっ
マリン：なにそれ！？回るだけ！回るだけで商品として成立してるの？みんなそんなに回したいの？
　　　　その暇があるんならアタマを回せよ勉強しろ！
　袖からリトルの声。

シン　：誰かくるぞ！
　三人、階段の裏へ隠れる。ハンドスピナーを落としていく。リトル入ってくる。
リトル：もう、ユーリたちどこいっちゃったんだろう…（ハンドスピナーに気づいて）あ！これ･･･
　　　　今はやりの…！（くるくる回してみる）･･･まあいっか。光の花をさがなさなくちゃ！
　三人、顔を出して見合わせる。

三人　：光の花？

　リトル、一生懸命探している。三人、再び隠れ、ハリボテなどを段に乗せる。

マリン：（一生懸命優しい声で、ハリボテうごかしながら）ねえねえ、そこのボク！

リトル：うわっ！･･･何、君！かわいい！えいっ！やあっ！（チョップ）
アズマ：ちょ、おま、いきなり容赦ねえな！
マリン：ボクはスライモ！君、何をを探しているの？

リトル：僕はリトル。よろしくね。光の花を探しに来たんだ。
アズマ：（ハリボテ動かしながら）それって、勇者だけが手に入れられるっていう、伝説の？

リトル：そう。それがないと、僕の村はウィルスにやられてしまうんだ。

アズマ：まさか、君が勇者？
リトル：違うよ！ユーリっていうんだ。僕の村の友達だよ。
シン　：ユーリ…
マリン：じゃあ、君は勇者の友達？
リトル：そうだよ。あ、ユーリと、もうひとり、魔女のサリーは後から来るよ。時間がないのに、もう何やって
んだろ…
　三人、姿を現す。
シン　：じゃあ君を人質にとれば、勇者はとーっても困るってことだよなあ？
リトル：す、スライモくん！？人間になった！
アズマ：てめえバカか、んなわけねーだろ。（ハリボテを地面に投げつける）
リトル：だ、だってこの森には、家はないし、盗賊がいるから気を付けろ、って…
　三人、顔を見合わせてにやりと笑う
リトル：ま、まさか…！
シン　：運がいいなあ、リトルくん。
三人　：俺たちがその盗賊だよ！
　戦闘の音楽。構える三人、戸惑うリトル。
リトル：えええええええ３対１！？卑怯だよそんなの！
マリン：しょうがないじゃんあんたの仲間遅いんだもーん。
アズマ：カワイソーだけど利用させてもらうぜ
リトル：うわぁあああああっ
　アズマ、武器を出し切りかかる。リトルよける
アズマ：ちっ、すばしこい奴！
リトル：そんなもの振り回して危ないじゃないか！
アズマ：そうじゃなきゃ自分を守れねえんだよ！（もう一撃）
　リトル、再び避ける。
シン　：何してんだよアズマ！
アズマ：こいつ小さいんだよ！
シン　：マリン！
マリン：ふんっ！
　マリン、指を開いてリトルを操る。思う通り動けない。
リトル：えええ！？これ何！？動けない！
マリン：人質つーかまえたっ
　マリン、手軽に手元でひもを結ぶ動き。リトル、体が締め付けられる。悲鳴。
　同時にサリー登場。リトルに杖を向け、思いっきり引っ張る。自由になるリトル。サリーのほうへ
サリー：ちょっとあんたたち！リトルに何してんのよ！
リトル：サリー気をつけて、こいつら盗賊だ！
マリン：チッ、ジャマすんじゃないよ！あんた何者！？
サリー：これでも魔女よ。あんた、能力者みたいだけどたいしたことなさそうね。ちょっと見えないひもが
　　　　結べるだけで調子のって幼稚園児みたい。
マリン：カッチーーーン
アズマ：ま、マリン？
マリン：あんたこそ…調子のってんじゃねえええ！
　マリン、指を思いっきり開いてサリーを操る、引っ張り、思いっきり吹っ飛ばす。
　サリー、リトル悲鳴。
リトル：サリー！大丈夫？
サリー：いった…
マリン：たいしたことないのはそっちなんじゃないのぉ？
サリー：なめないでよ、これでも魔女だって言ってるでしょ！
マリン：魔女だって力が及ばないないなら無力じゃない。肩書きにすがりついてバカみたい。
サリー：力のない肩書きだって勇気があれば強くなれるのよ。今のはちょっと油断しただけ。
マリン：…さっきから、あんたに言いたいことがあるんだよ。
サリー：偶然ね、あたしもよ。
二人　：…キャラがかぶってんのよ！
　戦闘。ぎゃーぎゃーいいながら女の闘い。手を出せない他メンツ。止めに入り、飛ばされるリトル。
　やっと歩いてやってくるユーリ。
リトル：ユーリ遅いよ！
ユーリ：これ重いんだよ（弁当）誰か持ってくれよ。
リトル：そんなことより！サリーが大変なんだよ！
ユーリ：は？
サリー：ユーリ！ちょっとこいつなんとかしてよ！
　盗賊三人の動きが止まる。
シン　：…おまえが勇者？
リトル：そうだよ！本物の勇者なんだぞ！
アズマ：これがあ？この冴えないのが？
サリー：そうよ！帽子に認められたんだから！
シン　：おい、お前。
　シン、ユーリに向き合う。
シン　：本当に勇者なのか？
ユーリ：…そうだ。（胸を張る）
シン　：面白い。俺は本物の勇者と戦うのが夢だったんだ。ここでお前を倒したら、俺が勇者になれるよな？
　　　　（槍を構える）
アズマ：シン！（加勢しようとする）
シン　：ジャマするなよアズマ！（ユーリに）手合わせ願おう。勇者！
ユーリ：…俺の名前は勇者じゃねえ。覚えておけよ。ユーリだ！
　戦闘の音楽（さっきよりボスっぽい曲）シンとユーリ、にらみ合う。
　まわりの人間は後ずさり、見守る。
　
ユーリ：あ。（音楽ＣＯ）
アズマ：え？
ユーリ：俺、武器もってない。
シン　：はぁ？
ユーリ：え、いやだって、それ母さんの弁当だし。「勇者―」って言われただけで、帽子も村長もなにもくれな
かったし、サリーみたいに魔女の家系じゃないし、ここまで武器屋もなかったし。
リトル：…ユーリ
ユーリ：（シンに）…えへっ
　シン、一瞬の間のあと槍で思いっきり一撃。音楽再開。すんでのところで避けるユーリ。
　シンは戦う気まんまん
ユーリ：ちょ、汚いぞ戦えない人間に対して！
シン　：知るかよ、お前が弱いのが悪い。
ユーリ：人間としてさ、人間としてやっぱりそれはダメじゃない！？せめて相手が対等なときに…
シン　：俺は俺の目的のためにやってんだよ、お前が対等かどうかなんて関係ねえ！
　もう一撃。ぎりっぎり避けるユーリ。リトル、ハッと気づいてユーリに。
リトル：ユーリ！これを使って！
　リトル、何かを投げる。
ユーリ：武器持ってんなら早く言えよ！これでなんとか…
　ユーリ、投げられたものを見る。ハンドスピナー。（音楽ＣＯ）
ユーリ：…
　ユーリ、ハンドスピナーをくるくる回す。くるくる。ゆっくりリトルを見る
リトル：これしか、ない！
ユーリ：（ハンドスピナーを構える）…来いっ！
シン　：…ナメてんのかこの野郎！
　音楽再開。シン、槍でさらに攻撃。ハンドスピナーで応戦。無意味
サリー：ユーリ！
ユーリ：いや無理！無理でしょ！まわすやつじゃんこれ！
シン　：（追いつめて）期待外れだなあ、勇者。もっと手ごたえがあるもんだと思ってたのによぉ
　　　　勇気があったって、武器なしなら意味ねえな。
ユーリ：おいやめ…
　音声。村長の声
　「ユーリ！」
　ユーリ以外ストップモーション。中央台の上に村長とシュピール、母。照明は三人とユーリのみ。
　村長なぜか帽子をかぶっている。気に入っている様子。母、後ろでピース。
ユーリ：村長！？え、これ、俺にだけ聞こえてんの？
村長　：お前の心に直接話しかけておる…（自分でエコー）
ユーリ：そんな特殊能力あんの！？
村長　：勇者よ、ついにこの時が来たようだ！勇者のちからを授ける、この時が…！
ユーリ：いやさっき言えさっき！なんで出発前に言わないんだよ！兄ちゃんの忘れものに気づいて追いかける
数学のたかしくんか！
シュピ：ユーリ、よく聞いてください。あなたには村を、いえ、世界を救う力が秘められています。そのような
卑怯で相手の気持ちを考えない悪党を、倒すちからを。
ユーリ：どうしたらいいんだ？
シュピ：目を閉じてください。そして、私の言う通りにしてください。
　ユーリ、目を閉じる。集中している音。
シュピ：村長の顔を鮮明に思い浮かべてください。（村長、ニッコリ）
ユーリ：無理。
村長　：なぜじゃ！
ユーリ：いや無理、そんな真剣で神聖な空気のもとでそのおっさんの顔は思い浮かべられない。そんな精神力は
俺にはない。
シュピ：思い浮かべてください。
母　　：じゃあ代わりに私の顔を！
ユーリ：何の罰ゲーム！？
シュピ：中途半端に思い浮かべてしまった場合…あなたの力は鼻から出ます。
ユーリ：きっちり毛穴まで思い浮かべます。（目を閉じる。村長ニッコリ）
シュピ：そして願うのです。自分の変化を。呼び覚ますのです。自分の奥底に眠っている、力を！
ユーリ：…
　
ユーリ、集中して心を静める。村長たちの照明、消える。
　音が消え、明るくなる。ユーリ、目を開ける。ストップ解除
シン　：眠ってたのか？余裕だな勇者様はよ！
　シン、攻撃するが、ユーリの手前でピタッと止まる。
マリン：シン！？
シン　：な…！（ユーリの手に合わせ、槍を持つ手が上に上がる。槍をとられる）
ユーリ：（さっと槍を取り、構える）はい形成逆転！
リトル・サリー：ユーリ！
シン　：てめえ…汚いぞ。
ユーリ：汚いのはどっちだよ。卑怯なやつは、最後は自分の向けた武器にやられるんだよ！
　ユーリ、シンののど元まで槍をもっていく。が、ふっとやめる。
ユーリ：…足、けがしてんだろ。なんか硬いもん、踏んだのか？
シン　：…は？
ユーリ：そんな奴攻撃すんの卑怯だろ。引き分けってことにしようぜ。（槍をシンに差し出す）
シン　：…（ユーリをにらむ）
アズマ：ナメてんじゃねえ！
　瞬間、アズマがユーリに襲い掛かる。サリー、リトル悲鳴。
　傷を負うユーリ。サリーたち駆け寄ろうとするが、マリンの力によって動けない。
　　
アズマ：シン！（シンの槍を奪い、シンに投げる。受け取り、立ち上がるシン）
ユーリ：くっそ…
マリン：（笑う）だっさーーーい！
リトル：ひどい！なんてことするんだよ！
マリン：弱いくせに調子に乗りやがって、何が引き分けだよ。
サリー：どう見たってあんたたちの負けじゃない。なめてるのはどっちよ！
アズマ：うるっせえんだよ魔女気取りが！
シン　：バカだなあ勇者よぉ、さっさとトドメさしときゃこんなことにならなかったのに。
優しいって愚かだねえ。
　シン、足をダァンと鳴らす。それに反応するユーリ。
シン　：どうせ人間なんて、都合が悪けりゃ見て見ぬふりだ。本当のことなんて考えようともしねえ。
てめえの甘さをみてると反吐が出るんだよ！

シン、再び足を鳴らす。ユーリ、頭を痛そうに抱える。うめく。リトル、それに気づく。
ユーリ：その音、やめろ･･･！

リトル：ユーリ！？ユーリ大丈夫！？
サリー：様子がおかしいわ
マリン：あんたら動くんじゃないよ！
サリー：様子がおかしいって言ってるでしょ！？目の前で人が苦しんでるのよ！何も感じないの？あんたたちに
人間の血は通ってないの！？
アズマ：なんだそれ？血なら通ってるよ。（心臓を指して）ココに。誰だってな。
マリン：（リトルに）小さいの、動くな！
リトル：いやだ、今度は僕がユーリを助けるんだ！絶対助けるって決めたんだ！
　　　　（マリンの力を振り切ってユーリのところへ行こうとする）
シン　：うるせえんだよ！
　シン、再び足を鳴らす。ユーリ、さらにうめく
ユーリ：やめてくれ、その音…！頭が割れそうだ…！
サリー：行って！リトル！
　サリー、マリンに向かって杖を思いっきり向け、ふりほどく。マリン悲鳴、はじき飛ぶ。糸が切れたリトル。
リトル：うああああああっ！
　リトル、シンにうしろから必死につかみかかる。ふりほどくシン。倒れるリトル。

そのとき、シンの顔を半分覆っていたものが落ちる。シンは普通の少年のよう。ハッとするユーリ。
ユーリ：お前…！
　いつのまにか台の上にいるシュピールが手を挙げる。ふっと、ユーリとシン以外の全員が倒れる。
シュピ：思い出した？

音声（シンの声）
　「調子にのってんじゃねえぞ！」
　ガラスの割れる音。同時にシン、大きく足を鳴らす。
シン：「お前…何も見てねえよなあ？」
暗転
遠くからサイレンの音が聞こえる。
音声
　「救急車到着しました！交通外傷患者です。」
　「よろしくお願いします。自動車との接触事故、患者は車に跳ね飛ばされ、頭を強く打ち、右側側頭部に外傷、
身元は生徒手帳より判明しています。●●中学校三年生、タチバナユウリ、十五歳。ご家族には連絡済です」
　「状態はどうですか？」
　「血圧９０―１１０、意識レベル１００、悪くなっています。」
　「ユウリくん、わかりますか？病院着きましたよ。」
「…」
「反応なしですね、○○先生は技師さんに連絡してレントゲンとＣＴのオーダー入れて」
「はい！」
「輸血の準備も整ってます。」
「処置を始めます。よろしくお願いします」
「はい！」
処置中の会話、ＦＯしていく
四　中央サス
　ユーリの病室。リトル、呆然と立ち尽くしている。服装は、少年。
　ユーリが寝ているベッドの位置に近づく。ユーリの顔に触れ、管に繋がれている姿に絶句している。
　おそるおそる、その身体をゆすってみる。

リトル：…なんで…どうして起きないの？ねえ、眠ってるの？起きて、ねえ起きてよ！

　シュピール、静かに座って見ている
リトル：僕なんかのために…！
　リトル、ベッドに突っ伏す姿勢。
シュピ：あなた、ユーリに会いたい？
　リトル、驚いて振り返る。シュピールは静かに笑みを浮かべる。
リトル：君は…だれ？
シュピ：私はシュピール。生と死のはざまにいる者。あなた、ユーリに会いたいの？
リトル：（ベッドの方を見て）この人、ユーリっていうの？
シュピ：そうよ。
リトル：…僕がひかれそうになったのを、助けてくれたんだ。･･･目を覚まさないかもしれないって、聞いた。
本当に、もう起きないの？
シュピ：本人次第、ってところかしら。
リトル：どういうこと？
シュピ：詳しく説明している時間はないわ。ユーリの目を覚ましたければ、彼の夢の中に入ること。そして、彼　
　　　　が現実へ帰る決断をすること。
リトル：僕に、何かできるの？
シュピ：さあ。あなた次第ね。
リトル：…行く。僕、ユーリに会いたい。今度は、僕がユーリを助けたい。
シュピ：小さな勇者ね。あなたは、夢の中では、リトルと名乗りなさい。
リトル：…怖い夢じゃないといいな。
シュピ：意外と楽しい夢かもしれないわ。…彼が好きな、ゲームのように。
リトル：（ベッドの方をみて）ユーリ、待ってて。僕は、君に会いに行く。

シュピ：…目を閉じて。
　リトル、シュピールに向き直り、目を閉じる。静かに鳴る、音。シュピールが手をふっとあげる。
　暗転。音は鳴り続けている。

　
　下手サス。私服を着たシン、アズマ、マリン。（先ほどの格好よりは現代的）遊んでいる様子。
　雰囲気、とてもよくない。アズマはハンドスピナーをいじっている。マリン、何かに気づく。
マリン：あ、センセー
上手サス。サリー、立ち止まって客席をみる。驚いた様子。服装は、現代の教員。

マリン：やっぱセンセーだ。どこ行くの？
サリー：…お見舞いよ。病院に。
マリン：ああ、ユーリの？交通事故だっけ。どんくさいよね。
サリー：あと、･･･佐野君の家へ。

マリン：･･･へえ。

アズマ：センセーも大変だ、一度にふたりも生徒がけがしちゃってさ。
シン　：ひとりはケガじゃねーだろ、登校拒否。
アズマ：あ、そうだそうだ。まっちがえたー
マリン：大変だね、センセ。
サリー：…あなたたち、ひとつきいていい？
マリン：なぁに？
サリー：…佐野くんのことだけど…何か知らない？
シン　：なんで俺らに聞くんですか？
サリー：知らないかなと思って。
シン　：何も知らないですよ。
サリー：…そう。
アズマ：メガネ壊れちゃって、ショックなんじゃね？
シン　：アズマ。
サリー：…メガネ。壊れたの？
マリン：…って、言ってたよ？佐野くんが。
サリー：…そう。
シン　：お見舞い、いくんっすよね。いってらっしゃい。
サリー：いってきます。
　数秒、にらみ合うような、じっとみるような、間。
　暗転。
音声
　「起きて、ねえ、起きてよ！」
六、最後の決断
　中央にユーリ、倒れている。服装は先ほどまでの恰好ではない。現実世界の制服。
　後方にシュピール。笑いは消えている。薄暗い。ユーリ、ゆっくりと、目を覚ます。
シュピ：気が付いた？
ユーリ：…さっきの盗賊は？
シュピ：そんなものは、もう消え去ってしまったわ。
ユーリ：消えた？
　生徒たち、いすをもって入ってくる。背後で無声芝居。朝の風景。ユーリ、あたりを見渡す。
ユーリ：ここは…？
シュピ：わからないなんてことはないわよね？毎日、あなたが過ごしている場所なんだから。
　　　　いいえ、過ごさざるを得ない場所、というほうが、正しいかしら。
ユーリ：まさか…
シュピ：そう。あなたは普通の中学生。ここはあなたの教室。先ほどまでの物語は、すべてあなたの夢なのよ。
ユーリ：夢…？
シュピ：ここは、あなたが夢の中に落ちる直前の記憶よ。いわば、リプレイね。
ユーリ：リプレイ？
　サリー入ってくる。席に着く生徒たち。
　
　「佐野くんは、しばらく学校をお休みします」
「ねえ、あいつ昨日、マンションの階段から飛び降りたらしいよ」
　「えっ、それって」
　「事故かもしれないじゃん、すべったとかさ」
　「でも毎日あいつらにやられてたじゃん。それじゃない？」
　まだ会話を続けている演技。（無声）
ユーリ：佐野･･･？
　「昨日もさ、あの三人に放課後囲まれてたよ？」

　「何されてたの？」

　「さあ、俺、かかわりたくないから先帰っちゃった」
　「ユーリがみてんじゃね？昨日、委員会で遅かったし」

ユーリ：･･･昨日？教室･･･？そうだ、あいつ･･･！

サリー：何か知っている人がいたら、私に･･･

ユーリ：先生！俺、見ました。佐野は、昨日ここで、シンたちに殴られて、それで…！
　机を蹴る音。気づくと制服姿のアズマが入ってきている。
マリン：なんかいったあ？

　生徒たち、ゆっくりとユーリから背を向ける。アズマ、マリンとともにユーリをにらみ、席に座る。
　シン、最後に入ってくる。ニヤリと笑ってユーリを見ている。生徒たち、静まりかえっている。

シン　：あーあ、昨日のおかげで足痛めちまったよ。なぜかガラス踏んじまってさあ。
　「黙っとこうぜ。俺らまでやられる」
「めんどくさいことに巻き込まれたくないし」
シュピ：…悪い考えは伝染するわ。まるでウィルスね。
サリー：･･･ユーリ、何？

シン　：お前、何もみてねえよなあ？
　シン、足を鳴らす。アズマ、マリン、そして村人たちもダンダンと鳴らす。
　シン、ボロボロになったメガネを出す。黙るユーリ。目をそらす。
ユーリ：何でも、ありません…
　シン、勝ち誇ったようにクスクス笑う。サリー、一瞬ためらうが、つらそうにはける

シュピ：そして、あなたも、ウィルスに侵された。
音楽ＣＩ
　制服の軍団がユーリを取り囲む。人形のような動きも。生きているのか死んでいるのか。
　自分の意志か操られているのか。
　ユーリは追いつめられていく。（セリフを入れてもいいと思う。やりとりとか）
　
ユーリ：みんなだって何が起こってるかわかってたはずだ！大人だって！なのになんで…
シュピ：そう。あなたたちは知っている。傍観者という言葉を知っている。何度も何度もここまで、学校でも家
でもテレビでも、くりかえし聞いてきた。それこそ耳が腐るほど。
ユーリ：そうだ、だから俺だけじゃない、わかってて知らないフリをしてるのは、俺だけじゃ
シュピ：出る杭は打たれる。余計なことをすれば自分がやられる。他と同じことをしていれば安全。
　　　　そうやってきれいごとをやもっともらしい言葉を並べて、あなたは自分の中の勇者を殺したのよ。
　生徒たち、一斉に笑い出す。
　「何が勇者だ」「臆病者が」など口々に。ユーリ、頭を抱えてうずくまる。やめろ、とつぶやき、頭を振る
　リトル、サリーをつれて駆け込んでくる。手には、母が用意した弁当。
リトル：やめろ！
　声がやむ。ユーリ、しばしの間のあと、顔をあげる。
ユーリ：リトル…
リトル：ユーリは臆病者なんかじゃない！僕を助けてくれた。命がけで。
ユーリ：…助けた…？
リトル：ユーリ、君はこの後、学校の帰り道で、車にひかれそうになった見ず知らずの僕を助けてくれたんだ。
ユーリ：…
　音声（ユーリの声）
　「危ないっ！」
リトル：僕は小さな傷だけで済んだ。でも、君は頭を強く打って…今も、病院で意識が戻ってない。
　　　　たくさんの管につながれて･･･生死の境をさまよっている。･･･僕、お見舞いに来てるんだよ。声、聞こえてたでしょ？
ユーリ：…あの声、お前だったのか。
リトル：ねえユーリ、お願いだから目を覚まして。
ユーリ：目を覚ます？覚ましたら、またこの教室に戻るんだろ？
アズマ：そうだな、何にも変わらないからな。俺たちも、お前も。
マリン：あんた臆病者だもんね？
　
　ユーリ、教室を振り返るが、生徒全員がユーリから目をそらす。静かに、席に戻っていく。
　シン、アズマ、マリンは後方の階段へ。
リトル：これから仲間をつくればいいじゃないか！
シン　：仲間をつくろうなんて夢物語なんだよ。この教室のどこに勇気がある奴がいるんだよ。
　　　　俺らごときに、何も言えねえくせに。
サリー：仲間ならいるわよ。
ユーリ：･･･先生
アズマ：は？何いってんだよ。ずーっと見て見ぬフリしてたくせに。
サリー：…一緒に戦う。言ったでしょ。
　マリン、サリーをにらむ
サリー：あのあと、佐野くんの家で聞いたわ。あなたたち、気に入らないからって彼を殴って･･･

めがね、目の前で踏みつぶしたそうね。
リトル：･･･ひどい。
シン　：信じるんですか？そんなこと。
サリー：信じるわ。証拠はあなたが持っているはずよ。そのポケットに。

シン　：･･･

サリー：ここを平和な場所にする。それが私の夢よ。（マリンたちに）あなたたちもその中にいるわ。
マリン：…くっだらない。
サリー：くだらないかどうかは、私が決めるのよ。

シュピ：最後の決断は、あなたしかできない。戻るも消えるも。
ユーリ：…
サリー：ユーリ、このままでいいの？
ユーリ：…
サリー：あなたは、誰かを傷つける武器を持たなかったじゃない。盗賊にだって、傷一つつけなかった！
　　　　それがあなたの正義なんじゃないの？
アズマ：それはそいつが臆病なだけだろ。
ユーリ：…
リトル：僕のことだって真っ先に心配してくれた。自分の身を守れ、って。
マリン：嫌われるのが怖いだけでしょ？結局は自分が一番かわいいのよ。
ユーリ：…俺は…
リトル：僕はあきらめない、絶対ユーリに顔をみてお礼を言うんだ。目を覚ますまで待ってる！
サリー：あなたの中の勇者はこんなザコに負けるの！？
　黙るユーリ。シン、クックッと笑い出す。
シン　：もう茶番はやめろ。こんなビビリ、何もできるわけねえだろ。なあ、もうラクになっちまえよ。
　シン、ゆっくり歩いてきてユーリの肩をつかむ。その手をつかみ返すユーリ。
ユーリ：…ビビリは…お前だろうが…
シン　：あ？
ユーリ：ビビリはお前の方だって言ってんだよ！
　ユーリ、シンの手を振り払う。
ユーリ：自分より弱い奴にしか強く出られないお前の方がビビリだろうが！俺はもう、自分に嘘をつきたくない。
シン　：目をさましゃ現実だぞ？今ここでデカイ口きいてるからって
ユーリ：変わってやる。
シン　：は？
ユーリ：変えたくなったんだよ…もう俺は、このままでいるのは、ぜっっったいに、嫌だ！
　力の限り叫ぶユーリ。リトル、何かに気づいて弁当箱を開ける。
　瞬間、照明暗くなる。母の弁当箱から、光の花を取り出し、掲げるリトル。
ユーリ：光の花…！
　リトル、ユーリに恭しく渡す。受け取るユーリ。
リトル：…君は、勇者だよ。
ユーリ：なんだよ、最初からもってたんじゃないかよ…
リトル：勇気は、もともと持ってるんだ。みんな、
　まじまじとみつめ、高く掲げるユーリ。
ユーリ：こんなデッカイ箱に入れなくたっていいだろうがよ…
リトル：…ユーリ、一緒に帰ろう。
ユーリ：…ああ。
シュピ：それがあなたの答えですね。夢の時間は、終わりました。
ユーリ：…目を、覚ますってことか？
シュピ：その通りです。
　ユーリ、シンに向き直る。
ユーリ：･･･待っとけよ。

シン　：…どうなるかな。
ユーリ：俺は、あきらめない。…お前のことも。

シン　：･･･
ユーリ：もう、ひとりじゃない。

ユーリ、サリーとリトルを見る。うなずくふたり。
シン　：･･･さあ、どうなるかな。
後方の階段に進むユーリ。何かに気づいてシュピールに向き直る。
ユーリ：最後にひとつだけ、聞いていいか？
シュピ：何ですか？
ユーリ：…あいつ。…佐野。生きてるよな？
シュピ：…生きてるに決まってるじゃないですか。
ユーリ：…よかった。謝りにいかなきゃな。
サリー：私も一緒に行くわ。

シュピ：仲間になれるといいですね。
リトル：仲間はきっと、もっといる。
ユーリ：そう思うか？
リトル：夢は、大きくたっていいでしょ？
　ユーリ、笑顔。静かに階段を上がっていく。胸には光の花が輝く。上がり切ったところで、振り返る。
　静かにゆっくりと暗転。
　暗くなると、ひとつ、ふたつ、と明かりがつきはじめる。それは制服をきた教室の人々の、光の花。
　それぞれが胸に、その花を輝かせている。
　幕
